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活動報告
Instagram

市長提出議案・補正予算議案が ３８ 件、議員提出議案 ３ 件、委員会提出議案 1 件、

すべて原案通り可決・同意し、閉会しました。

地域の安心安全、犯罪や非行
のない明るい社会づくりのた
めに、「幸福の黄色い羽根」
を胸に登壇。

２０２５年6月１１日から7月4日までの2４日間 開催されました

東京2025デフリンピックが

11月15日～26日（12日間）に

開催されます。

デフリンピックとは、国際的な

「きこえない・きこえにくい人の

ためのオリンピック」です。

今大会は、記念すべき

100周年であり、日本

では初めての開催に

なります。

６ 月

定例会

さいたま市手話言語条例が制定されました

●市立小中、特別支援学校の給食用のコメ価格上昇分を2026年３月分まで補助を行います。

●指扇小学校の改築に合わせ、放課後児童クラブ・公民館の複合化整備（２０２７年１２月に工事完了予定）。

●今年１月に八潮市で発生した道路陥没事故を踏まえ、下水道管路の特別重点調査を行います。

●幼稚園や保育園、放課後児童クラブ、障害者・高齢者施設などの光熱費などへの支援金を給付します。

●２０５０年までに温室効果ガスの排出実質ゼロを実現するため、浦和美園地区のモデル地域で脱炭素

街区形成に取り組む事業者を選択するための委員会を設置します。

「手話は言語」であるという認識に基づき、手話の理解と広がりを地域

で支えあい、全ての人が心を通わせ、相互の人格と個性を尊重しあう社

会の実現を目指すものです。基本理念、市の責務と事業者・市民などの

役割を規定し、施策の推進方針や財政上の措置を盛り込みました。

条例制定過程では、パブリックコメントなどを通じて手話には地域で受

け継がれてきた固有の表現があることや手話を習得した年齢、背景など

により多様な表現があることなど様々な意見が寄せられ、条例に反映さ

れたものや今後の施策推進にゆだねられたものもあります。

条例付則には、手話施策推進法や条例の施行状況について検討を加

え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるとの規定を盛り込みました。

≪補正予算議案から≫

18歳以下の子ども全員に1万円を給付

案内送付→８月中旬、支給→児童手当受給者には、申請不要で

8月下旬から、それ以外の約１割の対象者には９月下旬から申請を受付、

順次支給予定。対象世帯は約13万世帯の約21万5千人。

緊急
家計負担
軽減対策

さいたま市みんなのアプリを活用した幅広い世代に向けた家計負担軽減策

デジタル地域通貨「さいコイン」を使って決済した場合、決済額の15％のポイント（たまポン）還元を実施。

ポイント還元は8～9月と11月の2回に分けて実施予定。1 回の買い物のポイント付与の上限は1,500ポイント。

65歳以上の方が、アプリ内でアンケート回答で2,000ポイント付与も行います。
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次世代モビリティの推進

アピアランスケア支援事業の実施

マッチングファンド制度による協働事

業の促進

視察報告

省エネと創エネによって年間の一次消費エネルギー量
100％削減を目指した建築物です。省エネ・創エネによっ
て室内環境を維持しながら、年間の一次エネルギー消費
量ゼロを実現します。

｢ZEB化｣とは、Net Zero Energy Building(ネット・ゼロ・エネルギー・ビル

ディング)の略。快適な室内環境を実現しながら、建物で消費する

年間の一次エネルギー消費(石油・天然ガスなど自然から直接採取できる

エネルギー)の収支をゼロにすることを目指した建物のこと

省エネと創エネによって年間の一次消費エネルギー量100％削減
を目指した建築物です。省エネ・創エネによって室内環境を維持し
ながら、年間の一次エネルギー消費量ゼロを実現します。
再生可能エネルギーを除き、基準一次エネルギー消費量から
50%以上の一次エネルギー消費量削減に適合した建築物

～東京都立志村学園～

県立・市立特別支援学校に通う保護者と県内自治体議員とともに、医療的ケア児の教育環境の充実、保護者の負担

軽減を進めている志村学園へ行ってきました。医療的ケアが必要な子どもたちの登下校や教育環境、保護者との連

絡ツール、胃ろうをしている子どもたちへの給食提供体制などを知ることができました。同日に県立越谷特別支援学

校へ給食の様子(写真①）も合わせて、視察させていただきました。

Q：胃ろうをしている医療的ケア児への給食提供の向上を求めるが見解は。

A：級友と同じ食事を取ることは一体感や食の楽しさにつながり、食育の観点でも意義

があります。一方で、ペースト食の注入には衛生管理や人員配置、支援体制の確立、ア

レルギー対応などの課題があり、他自治体の事例を参考に研究を進めていきます。

Q：医療的ケア児の通学体制の改善については？

A：保護者の負担軽減は重要な課題と認識しています。また安全な通学を保障するた

めに他自治体の事例を参考にし、実施の可能性を検討します。

Q：家庭との情報共有に手書きではなく、ICT活用の可能性は？

A：現在は手書きの連絡帳を活用していますが、家庭との連携ではICT利用によって利

便性が高まるため、個人情報保護に配慮しつつ、今後は家庭が連絡帳かICTかを選

択できるよう検討していきます。

Q：こどもの権利条例の制定に向けて、多様な背景を持つ子どもの声をどのように反映し、実効性を高めるていくのか？

A：条例制定にあたり、権利の主体となる子どもたちの意見を幅広く聴取し、条文に反映させるなど、丁寧な検討プロセスを

経ることが重要だと考えています。そのため、身近なテーマのワークショップやアンケートを実施し、率直な意見を幅広く収集

すること。その意見を基に、条文案を丁寧に検討し、審議会やパブリックコメントなどを経て条例制定を目指す。

Q：子ども議会・若者会議の検討は？

A：今年度は5人程度の少人数グループで意見交換や提言づくりを行うワークショップを開催。その成果をもとに、将来的に

は政策提言機能を持つ子ども議会・若者会議の設置を目指す。

Q：子どもたちや市民の声を政策につなげていくために、職員のスキルアップの取組については？

A：ファシリテーション研修の実施や外部研修への派遣を通じ、職員のスキル向上にも取り組み、合わせて子ども、若者の意

見を反映させる仕組みづくりを進めていく。

「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」が施行された

ことを踏まえ、医療的ケアの実施について、医療的ケア児と保護者の意

思を尊重するとともに、関係機関などと相互に緊密な連携を図ってい

かなくては行けません。本市でもガイドラインの改定や教職員・看護師の

体制を強化することが必要になってくるなど実施に向けては、

課題がありながらも、早急に改善が求められます。

※都立学校における医療的ケアの実施指針

また、進級時に職員の異動などが

あっても、子どもたちが安心して過

ごせる環境や支援が大きく変わらな

い体制づくりに力を入れています。

その後、県立越谷特別支援学校の

給食タイムにお邪魔しました。
（以下、写真参照）

＊県立・市立に関しては、個人によって異なります。

写真① この日の給食メニューは、

スパゲティ（麺）、ナポリタン、野菜

スープ、メロンゼリー。それぞれの

お皿ごとにミキサー食にし、その都

度シリンジでお食事されていまし

た。（保護者が来校時に限り可能な

ケース）

志村学園

※ 学校＊

ろ

ニュー 注入

の

絡帳 絡帳

写真② 専用通学車両

子どもたちを権利の主体と捉えた「こどもの権利条例」制定に向けて代表質問

医療的ケア児の学習環境の充実に向けて

代表質問で取り組みました

志村学園（東京都）※ 埼玉県立特別支援学校＊ さいたま市立特別支援学校＊

通学支援
運転手・看護師と子ども２人単位
で専用通学車両の送迎（写真②）

医療的ケアがある場合、スクール
バス利用不可。保護者による自主
登校、または通学支援の利用。

医療的ケアがある場合、スクール
バス利用不可。保護者による自主
登校が原則。

給食対応
（胃ろう）

みんなと同じメニューのミキサー
食を教員等がシリンジでショット
注入。

教員等が栄養剤を滴下注入・半固
形栄養剤を加圧バックで注入

看護師が半固形栄養剤をショット
注入

連絡手段
Teamsのチャット機能でテキス
ト・写真などでのやり取りが可能

手書きの連絡帳 手書きの連絡帳
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～若者のための街の保健室（ユースクリニック）～

１０代・２０代のためのたんぽぽユースクリニック in すくすくかわごえ

こころやからだのこと、性に関する悩みなどを相談できる場所、誰かに話を

聞いてほしい、そんな場所です！！！

タンポンやコンドームの練習ができます

妊娠検査薬、避妊アイテムのピルやミレーナ

セルフプレジャーアイテムもあります

産婦人科医、保健師、助産師などの専門家に

性やからだ、こころについて相談できます。

行った日は、おうち性教育や台湾にある世界で

唯一の月経ミュージアムの視察報告のミニ講座も。

みんなのおうちに太陽光

Q：さいたま市の見解、今後の取組方針は？

A：ユースクリニックは、若者が性やこころとからだの悩みを

専門家に相談できる「街の保健室」として重要であり、正しい

知識の提供と安心して相談できる場の必要性を認識しています。

また、川越市などの定期的なユース向け相談事業を参考にしながら、実施方法や場所などの情報

を収集し、本市の現状の課題を整理しています。そのうえで若者に寄り添う相談体制の構築に向け、

ユースクリニックの早期実施に取り組んでいきます。

視察報告

主催：一般社団法人 彩の国思春期研究会

開催予定：９月１３日、１０月２５日（13時～１７時）

予約不要／無料／匿名でＯＫ （川越市中原町２丁目１－９）

詳細はコチラ

→

代表質問

市内の住宅に太陽光発電設備・蓄電池を設置したい希望者を募り、共同購入の仕組みです。

アイチューザー（株）が事務局となり、施工と保証まで安心できるサポート体制と希望者みんなで購入するス

ケールメリットで通常よりも安い太陽光パネルや蓄電池の設置を実現します。お住まいのエリアやプランによっ

て販売施工事業者が異なります。

①無料で参加登録

②登録情報をもとに作成した事前見積りをメールにてお知らせ

③販売施工事業者による建物や建物周りの調査

⑤それぞれの自宅の設置状況に沿った最終見積りを作成

⑥最終見積りに承諾、各種手続きの承認後、工事日を決めて施工

さいたま市 みんなのおうちに太陽光事務局 TEL 0120-623-100

参加登録者の募集
9月4日まで

若者のための街の保健室（ユースクリニック）の設置について

生理がつらい、正しい避妊の方法を知りたい、

パートナーが避妊してくれないなど、間違った情

報を鵜呑みにしないように、性の問題や悩みを気

軽に聞くことができる、友達同士やカップルで行

けるそんな場がさいたま市に必要です。

※太陽光発電設備は10kW未満の

容量を対象としています。

＊太陽光パネル単品
２７．４％

＊蓄電池単品 ３１.１％

＊太陽光パネル
＋蓄電池 ２３．２％

終戦８０年を契機に戦争や核兵器のない恒久平和の実現に向けて主導的役割を果たすことを求める意見書

今年は第二次世界大戦の終結から80年の節目にあたります。唯一の戦争被爆国

である日本は、戦争の悲惨さを二度と繰り返さぬよう、平和国家としての歩みを進め

てきました。しかし、現在も世界各地で紛争や対立が続き、安全保障環境は厳しさを

増しています。こうした中、私たちは平和の尊さを次世代に継承し、戦争や核兵器の

ない世界の実現に向けて努力する責務があります。2021年に発効した核兵器禁止

条約の趣旨に賛同し、広島・長崎の経験を世界と共有しながら、日本が国際社会の

中で主導的な役割を果たすことを国に求める意見書を全会一致で採決しました。

埼玉県原爆死没者慰霊式
では、日本被団協に贈られ
たノーベル平和賞のメダルと
賞状（レプリカ）が展示され
ていました。

ＯＦＦ率



あなたと一緒に手をとりあってつながるさいたま市を

社会全体で子ども・子育てを支える

６月定例会から市民生活委員会の委員長を拝命いたしました。

京都市生まれ、立命館大学国際関係学部卒業。

子どもが１歳の時に、東日本大震災を経験し、家族だけで子どもたちを守ること

には限界があり、地域・社会全体で子どもを守り、支えていくことが必要だと考え

るようになりました。

阪神淡路大震災・東日本大震災、令和元年東日本台風（台風１９号）を経験、

日頃の備えの必要性を痛感し防災アドバイザーとしても活動中。台風１９号時は

災害復旧ボランティア活動にも参加。

趣味は梅干しやお味噌づくり、読み語りボランティア、多言語活動など。

埼玉県冒険遊び場づくり連絡協議会プレイリーダー基礎研修終了。

【所属】立憲民主党、気候危機・自治体議員の会、若手議員の会会員、

WOMAN SHIFT (届きづらい女性の声を政治につなぎ、政策実現することを

ミッションとする団体）、生活クラブ生協組合員。

出雲けいこ プロフィール

市政に関するみなさんのご意見・ご要望をお聞きかせください

出雲けいこ事務所 Fax 048-715-0919までお送りください。こちらからもお受けしています→

お名前 お電話

ご住所

お名前や連絡先が無記載の場合は、回答することが困難になりますのでご記載ください。

９月定例会は、９月３日～１０月１７日まで
の４５日間(予定)です。

市民生活委員会で議事進行中

毎月２４日はニシの日 ＠JR西大宮駅北口側でナイトマルシェを開催

JR西大宮駅北口側で１６時～１９時に、農産物＆地場産品を販売します。

初開催のナイトマルシェ（夜市）は、雨も降る時間帯もありま

したが、大盛況でした。この日は、ラベンダーの香りに癒され、

丸ズッキーニとおねぎがおいしかったです

２４日は西大宮駅にお立ち寄りください！！

問合せ先：西区コミュニティ課 TEL：048-620-2620

きなこ
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